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参考資料１－４ 熊本市教育方針  

 

                                                      

【
平

成
2
7年

度
】

 

取
 

り
 

組
 

み
 

の
 

方
 

向
 

《
学

習
活

動
の

充
実

と
支

援
》

 
○

市
民

の
ニ

ー
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に
対

応
す

る
学

習
の

充
実

 
○

公
民

館
・

図
書

館
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博
物

館
の

機
能
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○

青
少
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体
験
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交

流
活

動
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進

 

熊
 

本
 

市
 

教
 

育
 

方
 

針
 

 本
市

教
育

は
、

恵
ま

れ
た

自
然

と
先

人
が

築
い

た
伝

統
文

化
の

も
と

で
、

社
会

の
進

展
に

対
応

す
る

教
育

を
構

築
し

な
が

ら
、

公
共

の
精

神
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尊
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、
豊

か
な

人
間

性
と

創
造
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備
え
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「

徳
・

知
・

体
」

の
調

和
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と
れ

た
次

代
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担
う

子
ど

も
た

ち
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育
成

に
努

め
る
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と
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、
市
民
が
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涯
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わ

た
っ

て
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潤
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。
 

 
 
こ

の
よ

う
な

教
育

を
推

進
す

る
に

あ
た

り
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

社
会

は
、

人
間

尊
重

の
精

神
を
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携
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し
て
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社
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力

」
を
育

成
す
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史
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アクションプログラム（平成 26 年度 平成 28 年度）（工程表は省略） 

【アクション 1】 豊かな心の育成 

 生命や人権を尊重する心、他者を思いやる心、自然や美しいものに感動する心、正義感や公正

さを重ん じる心など、子どもたちの豊かな人間性や社会性を育むために、自然体験活動や勤労体

験学習、道徳教育 の推進に努めます。 

 また、学校・家庭・地域等が一体となって子どもたちを育成するため、子育てに関する情報や、

親とし ての学びを支援する機会を提供します。  

【アクション 2】 学力・体力の向 

 子どもたちが、学ぶ楽しさ・分かる喜びを実感できるよう、一人ひとりを大切にした授業の確

立を図るとともに、学ぶ意欲を高め、確かな学力の向上に努めます。 

 また、生涯に渡って健康で豊かな生活を送るため、子どもの健康増進と体力向上を推進します。 

 

【アクション 3】 特別支援教育の充実 

 特別支援教育推進計画に基づき、特別な教育的支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニ

ーズに応 えるため、子どもの多様な学びの場を確保するとともに、教員の専門性を高め、指導や

支援の充実を図ります。  

【アクション 4】 いじめ・不登校等への対応 

 いじめが、いじめられた子どもの心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為であることを、子

どもが十 分に理解し、すべての子どもが安心して学校生活を送ることができるよう、また、学校

の内外を問わず、 いじめが行われなくなるように、国、県、市、学校、家庭、地域その他の関係

者が連携していじめの問題 を克服することを目指します。  また、不登校を未然に防止するため、

小中連携を推進するとともに、相談体制の充実を図ります。 

 

【アクション 5】 学校支援の充実 

 教育活動において、支援を要する学校に学級支援員を派遣し学習環境の改善を図るとともに、

いじめや 不登校、生徒指導上の諸問題の解決を図るため、学校の支援体制を充実します。  

 また、学校支援ボランティアや運動部活動ボランティアなどの地域人材を学校教育活動に活用

し、学校・ 家庭・地域等が一体となった取り組みを進めます。 

 さらに、教職員の児童生徒と向き合う時間確保のため、教職員の負担の軽減に努めます。 

【アクション 6】 教職員の育成 

 「教育都市くまもとの教職員像」の実現に向け、本市の教育に必要な資質・能力を備えた人材

を育成するために、校内研修やキャリアステージに応じた研修の充実に取り組みます。 

 

 

 

【アクション 7】 図書館・博物館の充実 
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 市民に利用しやすい図書館を実現するため、本館、分館、公民館図書室のあり方を検討し、ニ

ーズに応 じた図書館サービスの拡充・強化を図ります。  

 また、博物館が有する価値ある資料及び学芸員の専門的な知識を、学校現場における学習活動

に活用す ることで、子どもたちの感受性や学習意欲を高めます。 
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参考資料２ 

図１ 大学院教育で養成する力量と５つの力と重点３領域との関係 

授業実践開発 生徒指導・教育相談 学級経営・学校経営

重点３領域

教育実践力

教育実践力を支える研究力・開発力

研究力

• 情報を適切に収集し、選択し、活用
する能力や知識を有機的に結びつけ
構造化する力

• 専門的知識・技能の深化
• 21世紀型能力（確かな学力）育成

開発力

• アクティブ・ラーニングによる授業開発
• ＩＣＴの活用
• 新たな分野の指導方法の開発
• 授業実践法の開発
• 学校や地域の課題解決法の開発

熊本大学教職大学院における５つの力

授業力

• 授業実践力／授業分析
力／授業評価力

• 道徳教育の充実

• 小学校における英語教
育の早期化・教科化

• 特別支援教育の充実

• アクティブ・ラーニングの
視点からの授業改善

• 「確かな学力」の育成に
向けた指導力の向上

• 学力向上対策の指導力

生徒指導力

• いじめや不登校、問題
行動の未然防止に向
けた実践的指導力

• チーム学校としての生
徒指導・相談力

• 家庭・地域を視野に入
れた現代的課題に向
けた指導力

• グローバル的視点を
含んだ生徒指導力

経営力

• 地域とともにある学校
づくりへの理解と学校
運営のマネジメント力

• 学級・学年経営力
• 特別支援の観点も含

めた学校マネージメン
ト

• 家庭と地域との連携

• 「チーム学校」としての
チームワーク・リー
ダーシップ

協働の学び
チームワーク・リーダーシップ 知識・技能の伝承

自律的に学ぶ姿勢・時代の変化や自らのキャリアステージに
応じて求められる資質能力を生涯にわたって高めていく力

統合した教育実践力

教育実践力
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参考資料３  図２ 新専攻（教職大学院）のイメージ 
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参考資料４ 

 表１ 開講科目一覧と「共に学ぶ科目」、「経験に応じて学ぶ科目」 

（○印は必修科目、その他は選択科目、◎印は共に学ぶ科目、◇印は経験に応じて学ぶ科目） 

 
領 域                 授 業 科 目 

学

び

方 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

共
通
５
領
域
（
２
０
単
位
以
上
と
る
こ
と
）
（
選
択
必
修
） 

教育課程の編成・ 

実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育

成するカリキュラム・デザイン 

◎ 
②  2       

学校カリキュラム・授業の改善を図

るためのマネジメント 

◎ 
②  

 
2     

実践的な指導方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成

する協働的な学びの授業デザイン 

◎ 
②  2       

小学校英語活動の授業デザイン ◎ 
選
択
必
修
２ 

2 2       

ICT 教育実践論 ◎ 2  集中 2  

生徒指導・教育相

談 

生徒指導実践論 ◎ ②  2       

教育相談実践論 ◎ ②  2       

学級経営・学校経

営（注１） 

学級経営の実践と課題 ◇ 選
択
必
修
４ 

2 2       

学校マネジメントと学校改善 ◇ 2 
 

2     

学校教育と集団心理療法 ◇ 2 2       

学校教育と教員の

在り方 

現代教員論 ◎ ②  2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ◎ ②  
 

2     

複合領域（＊複合領域か

らも２単位以上とるこ

と）（選択必修 注２） 

特別支援教育実践研究論 
◎ 選

択
必
修
２ 

2 
 

集中 2   

ネット教育コミュニケーション論 ◎ 2 
 

集中 2   

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ◇ ④  通年 4    

教育実践研究Ⅱ ◎ ④      4   

教育実践研究Ⅲ ◎ ②        2 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ◎ ②      2   

実践課題研究 ◎ ④      2 2 

重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践

研究  

◎ 

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   2    

小学校英語活動の授業開発・実践研究 ◎ 2   2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 ◎ 2   
 

2  

生徒指導・教育相

談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） ◎ 2   2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） ◎ 2   2     

道徳教育と生徒指導 ◎ 2   
 

2   

学級経営・学校経

営 

学校と家庭・地域の連携構築 ◎ 2 
 

2     

学校の危機管理の理論と実践 ◎ 2   2     

教育コミュニケーションデザイン特論 ◎ 2   
 

2   

 

注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集

団心理療法」は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学

校改善」と「学校教育と集団心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 
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注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対

応する内容の「教育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」

（160ｈ）は自分の選択した領域で行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領

域から各２単位ずつ計４単位を履修し、合計１０単位以上を修得する。 

 

参考資料５ 教職大学院カリキュラム構想図 

図３ 教職大学院カリキュラム構想図 
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参考資料６ 授業担当教員 

教育学研究科 教職実践開発専攻 共通科目・教育実践研究科目・専門科目の開設科目 

 
領 域 授 業 科 目 担 当 教 員 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

 

共
通
５
領
域
＊
５
領
域
は
各
領
域
４
単
位
以
上
と
る
こ
と
（
選
択
必
修
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育課程の

編成・実施 

「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成

するカリキュラム・

デザイン 

研究者：中山玄三（教育課程・授業開発）、ピダーソン･

クレランス（応用言語学・英語教育） 

実務家：前田康裕（教育方法学・情報教育）、宮脇真一（教

育方法学・情報教育） 

兼担：藤瀬泰司（教科教育学（社会科）、教育課程・授業開発

論）、長嶺寿宣（英語教授法・応用言語学） 

学校カリキュラム・

授業の改善を図るた

めのマネジメント 

研究者：中山玄三（教育課程・授業開発）、白石陽一（授

業論・教科外教育論）、ピダーソン･クレランス（応用言語

学・英語教育） 

実務家：前田康裕（教育方法学・情報教育）、宮脇真一（教

育方法学・数学教育） 

兼担：田口浩継（教科教育学、技術科教育）、長嶺寿宣（英語

教授法・応用言語学） 

実践的な指

導方法 

「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成

する協働的な学びの

授業デザイン 

研究者：中山玄三（教育課程・授業開発）、ピダーソン･

クレランス（応用言語学・英語教育） 

実務家：宮脇真一（教育方法学・数学教育）､前田康裕（教

育方法学・情報教育） 

兼担：藤瀬泰司（教科教育学（社会科）、教育課程・授業開発

論）、長嶺寿宣（英語教授法・応用言語学） 

小学校英語活動の授

業デザイン 

研究者：ピダーソン･クレランス（応用言語学・英語教育）、

中山玄三（教育課程・授業開発） 

実務家：前田康裕（教育方法学・情報教育）、宮脇真一（教

育方法学・数学教育） 

兼担：長嶺寿宣（英語教授法・応用言語学） 

ICT 教育実践論 
兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育） 

実務家：前田康裕（教育方法学） 

生徒指導・教

育相談 

生徒指導実践論 

研究者：藤中隆久（生徒指導・臨床心理学）、白石陽一（授

業論・教科外教育論） 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

教育相談実践論 

研究者：藤中隆久（生徒指導・臨床心理学）、白石陽一（授

業論・教科外教育論） 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

学級経営・学

校経営 

学級経営の実践と課

題 

研究者：八ﾂ塚一郎（集団心理学・組織コミュニケーション論）、

吉田道雄（集団力学・学校組織経営学） 

実務家：長濱茂喜（教育経営学）、太田恭司（教育経営学） 

学校マネジメントと

学校改善 

研究者：岩永定（教育経営学・教育行政）、吉田道雄（集

団力学・学校組織経営学） 

実務家：長濱茂喜（教育経営学）、太田恭司（教育経営学） 

学校教育と集団心理

療法 

研究者：高原朗子（臨床心理学・特別支援教育学）、八ﾂ

塚一郎（集団心理学・組織コミュニケーション論）、吉田道雄

（集団力学・学校組織経営学） 

実務家：浦野エイミ（臨床心理学） 

学校教育と

教員の在り

方 

現代教員論 

研究者：白石陽一（授業論・教科外教育論）、藤中隆久（生

徒指導・臨床心理学） 

実務家：濱平清志（教師教育学）、杉原哲郎（教師教育学） 

学校と地域社会（地

域と共にある学校づ

くり） 

研究者：藤中隆久（生徒指導・臨床心理学） 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

兼担：山城千秋（青年教育・社会教育学） 

複合領域（＊複合 特別支援教育実践研 研究者：高原朗子（臨床心理学・特別支援教育学） 
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領域からも 2単位

以上とること）（選

択必修） 

究論 実務家：浦野エイミ（臨床心理学） 

兼担：菊池哲平（発達臨床心理学・特別支援教育学）、藤原

志帆（特別支援教育・音楽療法）、秋月百合（健康科学・看護

学） 

ネット教育コミュニ

ケーション論 

研究者：八ﾂ塚一郎（集団心理学・組織コミュニケーション論） 

実務家：前田康裕（教育方法学・情報教育） 

教育実践研究科目（10

単位）現場が抱えている

問題について共同研究

を行う（全員担当）                

教育実践研究Ⅰ 

専任：全員 

兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育）、山本信也（教科教

育学・数学教育）、喜久山悟（美術教育学・工芸教育）、坂下

玲子（保健体育科教育）、田口浩継（教科教育学・技術科教

育）、宮瀬美津子（教科教育学・授業開発・環境教育）、仁野

平智明（国語科教育学・授業デザイン論）、藤瀬泰司（教科教

育学（社会科）,教育課程・授業開発論）、竹中伸夫（社会認識

教育学・カリキュラム論）、吉村昇（数学教育学・教育方法

学）、山崎浩隆（教科教育学・音楽教育）、瀧川淳（教科教育

学・音楽教育）、赤木恭子（教科教育学・美術教育イメージ・メ

ディア教育）、増田仁（家庭科教育学・教育社会学）、長嶺寿

宣（英語教授法・応用言語学）、高崎文子（動機づけ・発達心

理学） 

教育実践研究Ⅱ 

専任：全員 

兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育）、山本信也（教科教

育学・数学教育）、喜久山悟（美術教育学・工芸教育）、坂下

玲子（保健体育科教育）、田口浩継（教科教育学・技術科教

育）、宮瀬美津子（教科教育学・授業開発・環境教育）、仁野

平智明（国語科教育学・授業デザイン論）、藤瀬泰司（教科教

育学（社会科）,教育課程・授業開発論）、竹中伸夫（社会認識

教育学・カリキュラム論）、吉村昇（数学教育学・教育方法

学）、山崎浩隆（教科教育学・音楽教育）、瀧川淳（教科教育

学・音楽教育）、赤木恭子（教科教育学・美術教育イメージ・メ

ディア教育）、増田仁（家庭科教育学・教育社会学）、長嶺寿

宣（英語教授法・応用言語学）、高崎文子（動機づけ・発達心

理学） 

教育実践研究Ⅲ 

専任：全員 

兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育）、山本信也（教科教

育学・数学教育）、喜久山悟（美術教育学・工芸教育）、坂下

玲子（保健体育科教育）、田口浩継（教科教育学・技術科教

育）、宮瀬美津子（教科教育学・授業開発・環境教育）、仁野

平智明（国語科教育学・授業デザイン論）、藤瀬泰司（教科教

育学（社会科）,教育課程・授業開発論）、竹中伸夫（社会認識

教育学・カリキュラム論）、吉村昇（数学教育学・教育方法

学）、山崎浩隆（教科教育学・音楽教育）、瀧川淳（教科教育

学・音楽教育）、赤木恭子（教科教育学・美術教育イメージ・メ

ディア教育）、増田仁（家庭科教育学・教育社会学）、長嶺寿

宣（英語教授法・応用言語学）、高崎文子（動機づけ・発達心

理学） 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

 共通必修領域

（全員担当） 
教育研究方法論 

専任：全員 

兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育）、山本信也（教科教

育学・数学教育）、喜久山悟（美術教育学・工芸教育）、坂下

玲子（保健体育科教育）、田口浩継（教科教育学・技術科教

育）、宮瀬美津子（教科教育学・授業開発・環境教育）、仁野

平智明（国語科教育学・授業デザイン論）、藤瀬泰司（教科教

育学（社会科）,教育課程・授業開発論）、竹中伸夫（社会認識

教育学・カリキュラム論）、吉村昇（数学教育学・教育方法

学）、山崎浩隆（教科教育学・音楽教育）、瀧川淳（教科教育

学・音楽教育）、赤木恭子（教科教育学・美術教育イメージ・メ

ディア教育）、増田仁（家庭科教育学・教育社会学）、長嶺寿

宣（英語教授法・応用言語学）、高崎文子（動機づけ・発達心

理学） 
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実践課題研究 

専任：全員 

兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育）、山本信也（教科教

育学・数学教育）、喜久山悟（美術教育学・工芸教育）、坂下

玲子（保健体育科教育）、田口浩継（教科教育学・技術科教

育）、宮瀬美津子（教科教育学・授業開発・環境教育）、仁野

平智明（国語科教育学・授業デザイン論）、藤瀬泰司（教科教

育学（社会科）,教育課程・授業開発論）、竹中伸夫（社会認識

教育学・カリキュラム論）、吉村昇（数学教育学・教育方法

学）、山崎浩隆（教科教育学・音楽教育）、瀧川淳（教科教育

学・音楽教育）、赤木恭子（教科教育学・美術教育イメージ・メ

ディア教育）、増田仁（家庭科教育学・教育社会学）、長嶺寿

宣（英語教授法・応用言語学）、高崎文子（動機づけ・発達心

理学） 

重
点
３
領
域
＊
領
域
毎
に
核
に
な
る
も
の
を
６
単
位
必
ず
と
り
、
残
り
を
他
領
域
か
ら
各
２
単
位
ず
つ
４
単
位
と
る
こ
と 

授業実践開

発 

学習科学・授業研究

方法と授業開発・実

践研究  

研究者：中山玄三（教育課程・授業開発）、白石陽一（授

業論・教科外教育論） 

実務家：前田康裕（教育方法学・情報教育）、宮脇真一（教

育方法学・数学教育） 

兼担：塚本光夫（教科教育学・情報教育）、山本信也（教科教

育学・数学教育） 

小学校英語活動の授

業開発・実践研究 

研究者：ピダーソン･クレランス（応用言語学・英語教育）、

中山玄三（教育課程・授業開発） 

実務家：宮脇真一（教育方法学・数学教育）、前田康裕（教

育方法学・情報教育） 

兼担：長嶺寿宣（英語教授法・応用言語学） 

「豊かな心」を育む

授業実践の開発 

研究者：白石陽一（授業論・教科外教育論）、中山玄三（教

育課程・授業開発）、 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

生徒指導・教

育相談 

生徒指導問題解決方

法（Ⅰ） 

研究者：藤中隆久（生徒指導・臨床心理学）、白石陽一（授

業論・教科外教育論） 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

生徒指導問題解決方

法（Ⅱ） 

研究者：白石陽一（授業論・教科外教育論）、藤中隆久（生

徒指導・臨床心理学） 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

道徳教育と生徒指導 

研究者：白石陽一（授業論・教科外教育論）、藤中隆久（生

徒指導・臨床心理学） 

実務家：杉原哲郎（教師教育学）、濱平清志（教師教育学） 

兼担：今井伸和（道徳教育） 

学級経営・学

校経営 

学校と家庭・地域の

連携構築 

研究者：岩永定（教育経営学・教育行政）、高原朗子（臨

床心理学・特別支援教育学） 

実務家：長濱茂喜（教育経営学）、太田恭司（教育経営学） 

兼担：藤井美保（教育社会学・家族支援・多文化教育） 

学校の危機管理の理

論と実践 

実務家：長濱茂喜（教育経営学）、太田恭司（教育経営学） 

研究者：八ﾂ塚一郎（集団心理学・組織コミュニケーション論）、

吉田道雄（集団力学・学校組織経営学） 

教育コミュニケーシ

ョンデザイン特論 

研究者：八ﾂ塚一郎（集団心理学・組織コミュニケーション論）、

高原朗子（臨床心理学・特別支援教育学）、吉田道雄（集

団力学・学校組織経営学） 

実務家：浦野エイミ（臨床心理学） 
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参考資料７ 教職大学院教員の学部、大学院担当科目一覧 

 
表３ 教職大学院教員の学部、大学院担当科目一覧（＊印は臨床心理士資格取得コース科目） 

 
担当者 分類 単位 講義名 

 

藤中 隆久 

（１２.９単位） 

教育 2 学校心理学 

 
教育 2 生徒指導の心理学 

 
教育 2 臨床心理学演習 

 
教育 0.4 生活Ａ組と生活Ｂ組 

 
教育 1 心理学実験Ⅰ 

 
院 2 ＊臨床心理士査定演習Ⅰ 

 
院 0.5 ＊臨床心理基礎実習 

 
院 1 ＊臨床心理実習 

 
院 2 ＊臨床心理査定演習Ⅱ 

 

岩永 定 

（１５単位） 

教育 2 学校経営学 

 
教育 2 教育制度 

 
教育 2 教育制度演習Ⅰ 

 
教育 1 教育法学（隔年開講） 

 
教育 2 現代教師論 

 
教育 2 教育制度特殊講義Ⅱ 

 
教育 2 学校経営特論 

 

髙原 朗子 

（８.５単位） 

教育 1 知的障害児心理学（分担） 

 
教育 2 教育相談イ組 

 
院 2 ＊臨床心理学特論Ⅰ 

 
院 1 ＊臨床心理学研究法特論（隔年開講） 

 
院 0.5 ＊臨床心理基礎実習（４名で分担） 

 
院 2 ＊臨床心理学特論Ⅱ 

 中山 玄三 

（６単位） 

教育 2 環境教育論（３年次） 

 
教育 2 環境保全論（２年次） 

 
教育 2 教育実践研究指導法演習 

 ピダーソン・ 

クレランス 

（６単位） 

共通 1 教養英語 

 
教育 2 教育学部英作文Ⅰ 

 
共通 1 教養英語 

 
教育 2 教育学部英会話Ⅱ 

 

白石 陽一 

（１１単位） 

教育 2 教育学概論 

 
教育 2 教育課程基礎論 

 
教育 1 授業論（隔年開講） 

 
教育 2 教育課程 

 
教育 2 教育方法学特殊講義 

 
院 2 教育実践原論 

 
八ﾂ塚 一郎 教育 2 教育心理学 



 

 
216 

 
（１３.５単位） 教育 2 教育集団心理学 

 
教育 2 教育心理学演習 

 
教育 0.5 心理学実験（分担） 

 
教育 1 教育心理学特殊講義（隔年開講） 

 
教育 1 心理学史（隔年開講） 

 
院 1 ＊教育集団心理学特論Ⅰ（隔年開講） 

 
院 1 ＊教育集団心理学特論Ⅱ（隔年開講） 

 
院 1 ＊授業実践研究（隔年開講） 

 
院 1 ＊教育集団心理学特論演習Ⅰ（隔年開講） 

 
院 1 ＊教育集団心理学特論演習Ⅱ（隔年開講） 

 

吉田 道雄 

（８単位） 

教育 2 教育情報科学 

 
院 2 学校保健管理学特論 

 
院 2 学校保健管理学特論演習 

 
院 2 教育リーダーシップ原論 

 
      合計 78.9 単位 
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参考資料８ 時間割 

 

表４-１ １年前期授業時間割（案） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10  1 年：学校教育と集団心

理療法 

1年：教育実践

研究Ⅰ 

  

2．10:20～11:50  1 年：生徒指導実践論 1年：教育実践

研究Ⅰ 

 1 年：教育相談実

践論 

3．12:50～14:20 1 年：学級経営の

実践と課題 

1年：「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成する

カリキュラム・デザイン 

 1 年：現代教員論  

4．14:30～16:00 1 年：「21世紀型

能力（確かな学

力）」を育成する

協働的な学びの

授業デザイン 

  1 年：小学校英語活

動の授業デザイン 

 

5．16:10～17:40      

6．17:50～19:20      

 

表４-２ １年後期授業時間割（案）  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 1 年：学校と地域

社会（地域と共に

ある学校づくり） 

 1 年：教育実践

研究Ⅰ 

  

2．10:20～11:50 1 年：学校の危機

管理の理論と実

践 

1年：生徒指導問題解決

方法（Ⅱ） 

1年：教育実践

研究Ⅰ 

1年：小学校英語活

動の授業開発・実践

研究 

1年：生徒指導問

題解決方法（Ⅰ） 

3．12:50～14:20  1 年：学校カリキュラ

ム・授業の改善を図るた

めのマネジメント 

 1 年：学校マネジメ

ントと学校改善 

 

4．14:30～16:00  1 年：学習科学・授業研

究方法と授業開発・実践

研究 

 1 年：学校と家庭・

地域の連携構築 

 

5．16:10～17:40      

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・特別支援教育実践研究論 ・ネット教育コミュニケーション論 ・ICT 教育実践論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 
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表４-３ ２年前期授業時間割（案） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 2 年：教育コミュニケ

ーションデザイン特論 

 2 年：教育実践研究

Ⅱ 

2年：道徳教育

と生徒指導 

 

2．10:20～11:50   2 年：教育実践研究

Ⅱ 

  

3．12:50～14:20      

4．14:30～16:00  2 年：「豊かな心」を育

む授業実践の開発 

   

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践課

題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・特別支援教育実践研究論 ・ネット教育コミュニケーション論 

・ICT 教育実践論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

表４-４ ２年後期授業時間割（案） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10      

2．10:20～11:50      

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究Ⅲ   

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・特別支援教育実践研究論 ・ネット教育コミュニケーション論 

・ICT 教育実践論 

集中的実践研究    ・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 
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参考資料９ 各専任教員の時間割 

 

１ 藤中隆久 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講、緑色は教育学研究科開講） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 臨床心理士査

定演習Ⅰ（大学

院） 

 1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

2年：道徳教育と生

徒指導 

 

2．10:20～11:50 学校心理学（学

部 1年） 

1年： 

生徒指導実践論 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

臨床心理学演習 

（学部 2年） 

1年：教育相談実践

論 

3．12:50～14:20 生活科Ａ・Ｂ組

〔各３回〕（学

部 1年） 

 生徒指導の心理学

（学部 2年） 

1年：現代教員論  

4．14:30～16:00  心理学実験Ⅰ〔分

担〕（学部 2年） 

 臨床心理実習 

（大学院）分担 

臨床心理基礎実習

（大学院）分担 

5．16:10～17:40  2 年： 

教育研究方法論 

  2 年： 

実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：2年前期４月～９月中 

 

１ 藤中隆久 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 1 年：学校と地域社会（地

域と共にある学校づくり） 

 1 年：教育実践研

究Ⅰ 

  

2．10:20～11:50  1 年：生徒指導問

題解決方法（Ⅱ） 

1年：教育実践研

究Ⅰ 

 1 年：生徒指導問題

解決方法（Ⅰ） 

3．12:50～14:20  臨床心理査定演

習Ⅱ（大学院） 

v   

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4 9 月～３月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年 10月～２月中 

 

２ 岩永定 前期授業時間割〔案〕 

 （黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講、緑色は教育学研究科開講） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10  学校経営学（学部３年） 1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20    教育制度（学部

２年） 

学校経営特論 

（大学院） 

4．14:30～16:00    教育制度演習Ⅰ

（学部３年） 

教育法学 

（学部３年） 
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5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

２ 岩永定 後期授業時間割〔案）  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ   

2．10:20～11:50 現代教師論 

（学部１年） 

 1 年：教育実践研究Ⅰ   

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究Ⅲ 1年：学校マネジメント

と学校改善 

学校経営特論 

（大学院） 

4．14:30～16:00    1 年：学校と家庭・地域

の連携構築 

教育制度特殊講義Ⅱ

（学部３年） 

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

３ 高原朗子 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、 

茶色は学部開講、緑色は教育学研究科開講、紫字は教職大学院集中講義） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 2 年：教育コミュニケ

ーションデザイン特論 

1年：学校教育と集

団心理療法 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

 臨床心理学特論Ⅰ

（大学院） 

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

 臨床心理学研究法特

論（大学院） 

3．12:50～14:20      

4．14:30～16:00     臨床心理学基礎実習

（大学院） 

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・特別支援教育実践研究論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

３ 高原朗子 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10  教育相談イ組（学部２年） 1年：教育実践研究

Ⅰ 

 臨床心理学特論

Ⅱ（大学院） 

2．10:20～11:50  知的障害児心理学概論〔分

担〕（学部１年） 

1年：教育実践研究

Ⅰ 

  

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究

Ⅲ 

  

4．14:30～16:00    1 年：学校と家庭・

地域の連携構築 

 

5．16:10～17:40     2 年： 

実践課題研究 
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6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：2年後期 10月～２月中 

 

４ 中山玄三 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ

2年：教育実践研究Ⅱ

  

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究Ⅰ

2年：教育実践研究Ⅱ

環境教育

論（学部３

年） 

 

3．12:50～14:20  1 年：「21世紀型能

力（確かな学力）」

を育成するカリキ

ュラム・デザイン 

   

4．14:30～16:00 1 年：「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成する協

働的な学びの授業デザイ

ン 

2年：「豊かな心」

を育む授業実践の

開発 

 1 年：小学

校英語活

動の授業

デザイン 

 

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課題研

究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

４ 中山玄三 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研

究Ⅰ 

  

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研

究Ⅰ 

1年：小学校英語活動

の授業開発・実践研究 

 

3．12:50～14:20  1 年：学校カリキュラ

ム・授業の改善を図るた

めのマネジメント 

2年：教育実践研

究Ⅲ 

  

4．14:30～16:00  1 年：学習科学・授業研

究方法と授業開発・実践

研究 

  環境保全論（学部

２年） 

5．16:10～17:40     2 年： 

実践課題研究 

6．17:50～19:20   教育実践研究指

導法演習（学部

２～４年） 

  

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 
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５ ピダーソン・クレランス 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講、黄色は教養開講） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

 教養英語

（１年） 

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20  1 年：「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成するカ

リキュラム・デザイン 

英作文Ⅰ（教育学部

２年） 

  

4．14:30～16:00 1 年：「21世紀型能力

（確かな学力）」を育成

する協働的な学びの授

業デザイン 

  1 年：小学校英

語活動の授業

デザイン 

 

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践

課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

５ ピダーソン・クレランス 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究

Ⅰ 

 教養英語 

（１年） 

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究

Ⅰ 

1年：小学校英語活動

の授業開発・実践研究 

 

3．12:50～14:20  1 年：学校カリキュラ

ム・授業の改善を図るた

めのマネジメント 

2年：教育実践研究

Ⅲ 

  

4．14:30～16:00     英会話Ⅱ（教育

学部２年） 

5．16:10～17:40     2 年：実践課題

研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

６ 白石陽一 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講、緑色は教育学研究科開講） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10    1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

2年：道徳教育と生

徒指導 

 

2．10:20～11:50 教育実践

原論（大学

院） 

1年： 

生徒指導実践論 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

 1 年：教育相談実践

論 

3．12:50～14:20  教育課程（学部２年） 教育学概論 1年：現代教員論 教育方法学特殊講義



 

 
223 

（学部１年） （学部３年） 

4．14:30～16:00  2 年：「豊かな心」を育

む授業実践の開発 

   

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

６ 白石陽一 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践

研究Ⅰ 

 授業論 

（学部３年） 

2．10:20～11:50  1 年：生徒指導問題解決方

法（Ⅱ） 

1年：教育実践

研究Ⅰ 

 1 年：生徒指導問題

解決方法（Ⅰ） 

3．12:50～14:20  1 年：学校カリキュラム・

授業の改善を図るための

マネジメント 

2年：教育実践

研究Ⅲ 

教育課程基礎論

（学部２年） 

 

4．14:30～16:00  1 年：学習科学・授業研究

方法と授業開発・実践研究 

   

5．16:10～17:40     2 年： 

実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

７ 八ﾂ塚一郎 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、

茶色は学部開講、緑色は教育学研究科開講、紫は教職大学院集中講義） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 2 年：教育コミュニケー

ションデザイン特論 

1年：学校教育と集

団心理療法 

1年：教育実践研究Ⅰ

2年：教育実践研究Ⅱ

教育集団心理学特

論演習Ⅰ（大学院） 

 

2．10:20～11:50 教育心理学（学部 1年）  1 年：教育実践研究Ⅰ

2年：教育実践研究Ⅱ

  

3．12:50～14:20 1 年：学級経営の実践と

課題 

教育心理学特殊講

義（学部３年） 

   

4．14:30～16:00  教育心理学演習 

（学部 2年） 

   

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課

題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・ネット教育コミュニケーション論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

７ 八ﾂ塚一郎 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研

究Ⅰ 

教育集団心理学特論

演習Ⅱ（大学院） 
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2．10:20～11:50 1 年：学校の危機

管理の理論と実

践 

 1 年：教育実践研

究Ⅰ 

  

3．12:50～14:20  教育集団心理学 

（学部３年） 

2年：教育実践研

究Ⅲ 

心理学史（学部３年） 授業実践研究 

（大学院） 

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40  心理学実験 

（学部２年） 

  2 年： 

実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・ネット教育コミュニケーション論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

８ 吉田道雄 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講、緑色は教育学研究科開講） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 2 年：教育コミュニケ

ーションデザイン特

論 

1年：学校教育と集

団心理療法 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

2．10:20～11:50 学校保健管理学特論

演習（大学院） 

教育リーダーシッ

プ原論（大学院） 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20 1 年：学級経営の実践

と課題 

    

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課題研

究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

８ 吉田道雄 後期授業時間割〔案〕 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 学校保健管理学特

論（大学院） 

 1 年：教育実践研究Ⅰ   

2．10:20～11:50 1 年：学校の危機

管理の理論と実践 

 1 年：教育実践研究Ⅰ   

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究Ⅲ 1年：学校マネジメ

ントと学校改善 

 

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20 教育情報科学 

（学部３年） 

    

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

９ 浦野エイミ 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、茶色は学部開講、紫は教職大学院集中講義） 
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 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 2 年：教育コミュニケー

ションデザイン特論 

1年：学校教育と集

団心理療法 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

2．10:20～11:50  知的障害児心理学概

論〔分担〕（学部１年） 

1年：教育実践研究Ⅰ

2年：教育実践研究Ⅱ

  

3．12:50～14:20      

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・特別支援教育実践研究論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

９ 浦野エイミ 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究

Ⅰ 

  

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究

Ⅰ 

  

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究

Ⅲ 

  

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・特別支援教育実践研究論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

10 長濱茂喜 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

2．10:20～11:50   

 

1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20 1 年：学級経営

の実践と課題 

    

4．14:30～16:00       

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

10 長濱茂喜 後期授業時間割〔案〕 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ   
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2．10:20～11:50 1 年：学校の危機管

理の理論と実践 

 1 年：教育実践研究Ⅰ   

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究Ⅲ 1年：学校マネジメ

ントと学校改善 

 

4．14:30～16:00    1 年：学校と家庭・

地域の連携構築 

 

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：2年後期 10月～２月中 

 

11 太田恭司 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

2．10:20～11:50   

 

1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20 1 年：学級経営の

実践と課題 

    

4．14:30～16:00       

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法

論 

  2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

11 太田恭司 後期授業時間割〔案〕 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究

Ⅰ 

  

2．10:20～11:50 1 年：学校の

危機管理の

理論と実践 

 1 年：教育実践研究

Ⅰ 

  

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究

Ⅲ 

1年：学校マネジメン

トと学校改善 

 

4．14:30～16:00    1 年：学校と家庭・地

域の連携構築 

 

5．16:10～17:40     2 年：実践課題

研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

12 杉原哲郎 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

2年：道徳教育と

生徒指導 
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2．10:20～11:50  1 年：生徒指導実践論 1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

 1 年：教育相談実践

論 

3．12:50～14:20    1 年：現代教員論  

4．14:30～16:00  2 年：「豊かな心」を育む

授業実践の開発 

   

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

12 杉原哲郎 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 1 年：学校と地域社

会（地域と共にある

学校づくり） 

 1 年：教育実践研究

Ⅰ 

  

2．10:20～11:50  1 年：生徒指導問

題解決方法（Ⅱ） 

1年：教育実践研究

Ⅰ 

 1 年：生徒指導問題

解決方法（Ⅰ） 

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究

Ⅲ 

  

4．14:30～16:00      

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

13 濱平清志 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

2年：道徳教育と

生徒指導 

 

2．10:20～11:50  1 年： 

生徒指導実践論 

1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

 1 年：教育相談実践

論 

3．12:50～14:20    1 年：現代教員論  

4．14:30～16:00  2 年：「豊かな心」を育

む授業実践の開発 

   

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

13 濱平清志 後期授業時間割〔案〕  

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10 1 年：学校と地域社会（地

域と共にある学校づくり） 

 1 年：教育実践研究

Ⅰ 

  

2．10:20～11:50  1 年：生徒指導問

題解決方法（Ⅱ） 

1年：教育実践研究

Ⅰ 

 1 年：生徒指導問題

解決方法（Ⅰ） 

3．12:50～14:20   2 年：教育実践研究

Ⅲ 

  

4．14:30～16:00      
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5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

14 宮脇真一 前期授業時間割〔案〕（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目） 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

2．10:20～11:50   1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20  1 年：「21世紀型

能力（確かな学

力）」を育成する

カリキュラム・

デザイン 

   

4．14:30～16:00 1 年：「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成する協

働的な学びの授業デザイ

ン 

  1 年：小学校英語

活動の授業デザ

イン 

 

5．16:10～17:40  2年：教育研究方法論   2 年：実践課題研

究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

14 宮脇真一 後期授業時間割〔案〕 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ   

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究Ⅰ 1年：小学校英語活動

の授業開発・実践研究 

 

3．12:50～14:20  1 年：学校カリキュラム・

授業の改善を図るための

マネジメント 

2年：教育実践研究Ⅲ   

4．14:30～16:00  1 年：学習科学・授業研究

方法と授業開発・実践研究 

   

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研

究 

6．17:50～19:20      

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 

 

15 前田康裕 前期授業時間割〔案〕 

（黒字は教職大学院１年生開講科目、青字は教職大学院２年生開講科目、紫は教職大学院集中講義） 

     月      火     水   木  金 
1．8:40～10:10  

 

 1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 
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2．10:20～11:50   1年：教育実践研究Ⅰ 

2年：教育実践研究Ⅱ 

  

3．12:50～14:20  1 年：「21世紀型能力

（確かな学力）」を育成

するカリキュラム・デ

ザイン 

   

4．14:30～16:00 1 年：「21世紀型能力（確

かな学力）」を育成する協

働的な学びの授業デザイ

ン 

  1 年：小学校

英語活動の

授業デザイ

ン 

 

5．16:10～17:40  2 年：教育研究方法論   2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・ネット教育コミュニケーション論 ・ICT 教育実践論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅱ：２年前期４月～９月中 

 

15 前田康裕 後期授業時間割〔案〕 

 月 火 水 木 金 
1．8:40～10:10   1 年：教育実践研究Ⅰ   

2．10:20～11:50   1 年：教育実践研究Ⅰ 1年：小学校英語活動

の授業開発・実践研究 

 

3．12:50～14:20  1 年：学校カリキュラ

ム・授業の改善を図るた

めのマネジメント 

2年：教育実践研究Ⅲ   

4．14:30～16:00  1 年：学習科学・授業研

究会方法と授業開発 

   

5．16:10～17:40     2 年：実践課題研究 

6．17:50～19:20      

集中講義 1年後期～2年前期 ・ネット教育コミュニケーション論 ・ICT 教育実践論 

集中的実践研究 ・教育実践研究Ⅰ：１年 4～3月中 

・教育実践研究Ⅲ：２年後期 10月～２月中 
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参考資料 10 履修モデル 

①「授業実践開発」領域の学部新卒学生Ａの履修モデル 

「授業実践開発」領域の学部新卒学生Ａは将来小学校の教員として即戦力として活躍したいと

考えている学部新卒学生で「授業実践開発」の領域を核として学びつつ、道徳教育と生徒指導、

ネット教育コミュニケーション論、ICT 教育、教育コミュニケーションデザイン特論などに関心

をもち、力量形成をしている学生である。Ａの履修モデルは表５-１である。 

 

表５-１「授業実践開発」領域の学部新卒学生Ａの履修モデル 

（●印はＡが履修する科目、②は２単位で必修科目、丸印なしは選択科目、48単位修得） 

 
領 域                 授 業 科 目 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

共
通
５
領
域
（
２
０
単
位
以
上
と
る
こ
と
）
（
選
択
必
修
） 

教育課程の編

成・実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成す

るカリキュラム・デザイン 
②  ●2       

学校カリキュラム・授業の改善を図るため

のマネジメント 
②  

 
●2     

実践的な指導

方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成する協

働的な学びの授業デザイン 
②  ●2       

小学校英語活動の授業デザイン 
選

択

必

修

２ 

2 ●2       

ICT 教育実践論 2  集中 2  

生徒指導・教育

相談 

生徒指導実践論 ②  ●2       

教育相談実践論 ②  ●2       

学級経営・学校

経営（注１） 

学級経営の実践と課題 選
択
必
修
４ 

2 ●2       

学校マネジメントと学校改善 2 
 

2      

学校教育と集団心理療法 2 ●2       

学校教育と教

員の在り方 

現代教員論 ②  ●2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ②  
 

●2     

複合領域（＊複合領

域からも２単位以上

とること）（注２） 

特別支援教育実践研究論 選
択
必
修
２ 

2 
 

集中 2   

ネット教育コミュニケーション論 2 
 

集中●2    

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ④    ●4    

教育実践研究Ⅱ ④      ●4   

教育実践研究Ⅲ ②        ●2 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ②      ●2   

実践課題研究 ④      ●4 

重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究  

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   ●2     

小学校英語活動の授業開発・実践研究 2   ●2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 2   
 

●2   

生徒指導・教育

相談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） 2   ●2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） 2   2     

道徳教育と生徒指導 2   
 

2    

学級経営・学校

経営 

学校と家庭・地域の連携構築 2 
 

2     

学校の危機管理の理論と実践 2   2     

教育コミュニケーションデザイン特論 2   
 

●2   
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注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集団心理療法」

は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学校改善」と「学校教育と集団

心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 

注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対応する内容の「教

育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」（160ｈ）は自分の選択した領域で

行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領域から各２単位

ずつ計４単位を履修して、10単位以上を修得すること。 

  

②「授業実践開発」領域の現職教員学生Ｂの履修モデル 

「授業実践開発」領域の現職教員学生Ｂは小学校の現職教員で、「授業実践開発」の領域を核

として学びつつ、小学校英語の指導に興味関心を持ち、学校現場に帰ったら、小学校英語指導で

リーダー的な役割を果たしたいと考えている人である。ICT 教育、道徳教育と生徒指導、学校と

家庭・地域の連携構築、教育コミュニケーションデザイン特論などにも関心をもつ現職教員学生

である。Ｂの履修モデルは表５-２である。 

 

表５-２「授業実践開発」領域の現職教員学生Ｂの履修モデル 

(●印はＢが履修する科目、②は２単位で必修科目、丸印なしは選択科目、計 48単位修得) 

 
領 域                 授 業 科 目 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

共
通
５
領
域
（
２
０
単
位
以
上
と
る
こ
と
）
（
選
択
必
修
） 

教育課程の編成・

実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を

育成するカリキュラム・デザイン 
②  ●2       

学校カリキュラム・授業の改善を

図るためのマネジメント 
②  

 
●2     

実践的な指導方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育

成する協働的な学びの授業デザイン 
②  ●2       

小学校英語活動の授業デザイン ②  ●2       

ICT 教育実践論  2  集中●2   

生徒指導・教育相

談 

生徒指導実践論 ②  ●2       

教育相談実践論 ②  ●2       

学級経営・学校経

営（注１） 

学級経営の実践と課題 選
択
必
修
４ 

2 2       

学校マネジメントと学校改善 2 
 

●2     

学校教育と集団心理療法 2 ●2       

学校教育と教員の

在り方 

現代教員論 ②  ●2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ②  
 

●2     

複合領域（＊複合領域か

らも２単位以上とるこ

と）（選択必修 注２） 

特別支援教育実践研究論 選
択
必
修

２ 2 
 

集中 2   

ネット教育コミュニケーション論 2 
 

集中 2    

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ④    ●4      

教育実践研究Ⅱ ④      ●4   

教育実践研究Ⅲ ②        ●2 

目
（
１

６
単

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ②      ●2   

実践課題研究 ④      ●4 
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重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究  

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   ●2     

小学校英語活動の授業開発・実践研究 2   ●2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 2   
 

●2   

生徒指導・教育相

談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） 2   2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） 2   2     

道徳教育と生徒指導 2   
 

●2   

学級経営・学校経

営 

学校と家庭・地域の連携構築 2 
 

●2     

学校の危機管理の理論と実践 2   2     

教育コミュニケーションデザイン特論 2   
 

2    

注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集団心理療法」

は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学校改善」と「学校教育と集団

心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 

注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対応する内容の「教

育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」（160ｈ）は自分の選択した領域で

行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領域から各２単位

ずつ計４単位を履修して、10単位以上を修得すること。 

 

③「生徒指導・教育相談」領域の学部新卒学生Ｃの履修モデル 

「生徒指導・教育相談」領域の学部新卒学生Ｃは中学校の教員を目指す学部新卒学生で、「生

徒指導・生活相談」領域を核として学び、即戦力のある教員を目指している。 

 

表５-３ 「生徒指導・教育相談」領域の学部新卒学生Ｃの履修モデル 

（●印はＣが履修する科目、②は２単位で必修科目、丸印なしは選択科目、48単位修得） 

 
領 域                 授 業 科 目 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

共
通
５
領
域
（
２
０
単
位
以
上
と
る
こ
と
）
（
選
択
必
修
） 

教育課程の編

成・実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成す

るカリキュラム・デザイン 
②  ●2       

学校カリキュラム・授業の改善を図るため

のマネジメント 
②  

 
●2     

実践的な指導

方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成する協

働的な学びの授業デザイン 
②  ●2       

小学校英語活動の授業デザイン ②  ●2       

ICT 教育実践論  2  集中 2   

生徒指導・教育

相談 

生徒指導実践論 ②  ●2       

教育相談実践論 ②  ●2       

学級経営・学校

経営（注１） 

学級経営の実践と課題 選
択
必
修
４ 

2 ●2       

学校マネジメントと学校改善 2 
 

2      

学校教育と集団心理療法 2 ●2       

学校教育と教

員の在り方 

現代教員論 ②  ●2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ②  
 

●2     

複合領域（＊複合領 特別支援教育実践研究論 択必2 
 

集中●2   
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域からも２単位以上

とること）（注２） 
ネット教育コミュニケーション論 2 

 
集中 2   

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ④    ●4    

教育実践研究Ⅱ ④      ●4   

教育実践研究Ⅲ ②        ●2 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ②      ●2   

実践課題研究 ④      ●4 

重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究  

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   2     

小学校英語活動の授業開発・実践研究 2   2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 2   
 

●2   

生徒指導・教育

相談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） 2   ●2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） 2   ●2     

道徳教育と生徒指導 2   
 

●2   

学級経営・学校

経営 

学校と家庭・地域の連携構築 2 
 

●2     

学校の危機管理の理論と実践 2   2     

教育コミュニケーションデザイン特論 2   
 

2    

注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集団心理療法」

は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学校改善」と「学校教育と集団

心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 

注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対応する内容の「教

育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」（160ｈ）は自分の選択した領域で

行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領域から各２単位

ずつ計４単位を履修して、10単位以上を修得すること。 

 

④「生徒指導・教育相談」領域の現職教員学生Ｄの履修モデル 

 Ｄは、現職の中学校教員である。「生徒指導・教育相談」領域を核として学び、生徒指導・教

育相談、学校マネジメントと学校改善、学校の危機管理の理論と実践、道徳教育と生徒指導等を

修得して、リーダー教員として活躍したいと考えている現職教員学生である。 

 

表５-４ 「生徒指導・教育相談」領域の現職教員学生Ｄの履修モデル 

（●印はＤの履修科目、②は２単位で必修科目、丸印なしは選択科目、現職教員学生は共通科目

「学級経営・学校経営」では「学校マネジメントと学校改善」が必修、計 48 単位以上修得） 

 
領 域                 授 業 科 目 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

共
通
５
領
域
（
２
０
単
位
以
上
と
る

こ
と
）
（
選
択
必
修
） 

教育課程の編成・

実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を

育成するカリキュラム・デザイン 
②  ●2       

学校カリキュラム・授業の改善を

図るためのマネジメント 
②  

 
●2     

実践的な指導方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育

成する協働的な学びの授業デザイン 
②  ●2       

小学校英語活動の授業デザイン ②  ●2       

ICT 教育実践論  2  集中 2   

生徒指導・教育相 生徒指導実践論 ②  ●2       
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談 教育相談実践論 ②  ●2       

学級経営・学校経

営（注１） 

学級経営の実践と課題 選
択
必
修
４ 

2 2       

学校マネジメントと学校改善 2 
 

●2     

学校教育と集団心理療法 2 ●2       

学校教育と教員の

在り方 

現代教員論 ②  ●2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ②  
 

●2     

複合領域（＊複合領域か

らも２単位以上とるこ

と）（選択必修 注２） 

特別支援教育実践研究論 選
択
必
修

２ 2 
 

集中 2   

ネット教育コミュニケーション論 2 
 

集中●2    

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ④    ●4      

教育実践研究Ⅱ ④      ●4   

教育実践研究Ⅲ ②        ●2 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ②      ●2   

実践課題研究 ④      ●4 

重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究  

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   2     

小学校英語活動の授業開発・実践研究 2   2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 2   
 

●2   

生徒指導・教育相

談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） 2   ●2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） 2   ●2     

道徳教育と生徒指導 2   
 

●2   

学級経営・学校経

営 

学校と家庭・地域の連携構築 2 
 

●2     

学校の危機管理の理論と実践 2   2     

教育コミュニケーションデザイン特論 2   
 

2    

注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集団心理療法」

は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学校改善」と「学校教育と集団

心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 

注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対応する内容の「教

育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」（160ｈ）は自分の選択した領域で

行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領域から各２単位

ずつ計４単位を履修して、10単位以上を修得すること。 

 

⑤「学級経営・学校経営」領域の学部新卒学生Ｅの履修モデル 

 Ｅは、「学級経営・学校経営」領域を核として学び、主に学級経営についての力量を身につけ

て、学校現場で、即戦力のある教員として働きたいと考えている。学級経営に不可欠な授業力や、

の学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究、特別支援教育実践研究論、道徳教育と生徒指

導、教育コミュニケーションデザイン特論などで力量形成を行っている学部新卒学生である。 

表５-５ 「学級経営・学校経営」領域の学部新卒学生Ｅの履修モデル 

 
領 域                 授 業 科 目 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目

（
２
２
単

０

単

位

以
上
と
る

教育課程の編

成・実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成す

るカリキュラム・デザイン 
②  ●2       

学校カリキュラム・授業の改善を図るため ②  
 

●2     
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のマネジメント 

実践的な指導

方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育成する協

働的な学びの授業デザイン 
②  ●2       

小学校英語活動の授業デザイン ②  ●2       

生徒指導・教育

相談 

生徒指導実践論 ②  ●2       

教育相談実践論 ②  ●2       

学級経営・学校

経営（注１） 

学級経営の実践と課題 選
択
必
修
４ 

2 ●2       

学校マネジメントと学校改善 2 
 

2      

学校教育と集団心理療法 2 ●2       

学校教育と教

員の在り方 

現代教員論 ②  ●2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ②  
 

●2     

複合領域（＊複合領

域からも２単位以上

とること）（注２） 

特別支援教育実践研究論 選
択
必
修

２ 

2 
 

集中●2   

ネット教育コミュニケーション論 2 
 

集中 2    

ICT 教育実践論 2 
 

集中 2    

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ④  9～3 月●4    

教育実践研究Ⅱ ④      ●4   

教育実践研究Ⅲ ②        ●2 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ②      ●2   

実践課題研究 ④      ●4 

重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究  

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   ●2     

小学校英語活動の授業開発・実践研究 2   2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 2   
 

2    

生徒指導・教育

相談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） 2   2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） 2   2     

道徳教育と生徒指導 2   
 

●2   

学級経営・学校

経営 

学校と家庭・地域の連携構築 2 
 

●2     

学校の危機管理の理論と実践 2   ●2     

教育コミュニケーションデザイン特論 2   
 

●2   

注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集団心理療法」

は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学校改善」と「学校教育と集団

心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 

注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対応する内容の「教

育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」（160ｈ）は自分の選択した領域で

行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領域から各２単位

ずつ計４単位を履修して、10単位以上を修得すること。 

 

⑥「学級経営・学校経営」領域の現職教員学生Ｆの履修モデル 

 Ｆは、15年の学校現場の経験を持ち、「学校経営」の領域を核として学びながらも生徒指導問

題解決方法Ⅰ・Ⅱ、道徳教育と生徒指導の分野が学校経営に必要と考えている現職教員学生であ

る。 

 

表５-６ 「学級経営・学校経営」領域の現職教員学生Ｆの履修モデル 
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(●印はＢが履修する科目、②は２単位で必修科目、丸印なしは選択科目、計 48単位修得) 

 
領 域                 授 業 科 目 

単位 １年次 2 年次 

必

修 

選

択 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

共
通
科
目
（
２
２
単
位
） 

共
通
５
領
域
（
２
０
単
位
以
上
と
る
こ
と
）
（
選
択
必
修
） 

教育課程の編成・

実施 

「21世紀型能力（確かな学力）」を

育成するカリキュラム・デザイン 
②  ●2       

学校カリキュラム・授業の改善を

図るためのマネジメント 
②  

 
●2     

実践的な指導方法 

「21世紀型能力（確かな学力）」を育

成する協働的な学びの授業デザイン 
②  ●2       

小学校英語活動の授業デザイン ②  ●2       

ICT 教育実践論  2  集中 2   

生徒指導・教育相

談 

生徒指導実践論 ②  ●2       

教育相談実践論 ②  ●2       

学級経営・学校経

営（注１） 

学級経営の実践と課題 選
択
必
修
４ 

2 2       

学校マネジメントと学校改善 2 
 

●2     

学校教育と集団心理療法 2 ●2       

学校教育と教員の

在り方 

現代教員論 ②  ●2       

学校と地域社会（地域と共にある学校づくり） ②  
 

●2     

複合領域（＊複合領域か

らも２単位以上とるこ

と）（選択必修 注２） 

特別支援教育実践研究論 選
択
必
修

２ 2 
 

集中 2   

ネット教育コミュニケーション論 2 
 

集中●2    

教育実践研究科目（10単 

位）現場が抱えている問題に

ついて共同研究（全員担当） 

教育実践研究Ⅰ（注３） ④    ●4      

教育実践研究Ⅱ ④      ●4   

教育実践研究Ⅲ ②        ●2 

専
門
科
目
（
１
６
単
位
） 

専門共通必修領域 

 （全員担当） 

教育研究方法論 ②      ●2   

実践課題研究 ④      ●4 

重
点
３
領
域
（
注
４
） 

授業実践開発 

学習科学・授業研究方法と授業開発・実践研究  

選
択
必
修
（
６
＋
４
） 

2   2     

小学校英語活動の授業開発・実践研究 2   2     

「豊かな心」を育む授業実践の開発 2   
 

●2   

生徒指導・教育相

談 

生徒指導問題解決方法（Ⅰ） 2   ●2     

生徒指導問題解決方法（Ⅱ） 2   2     

道徳教育と生徒指導 2   
 

2    

学級経営・学校経

営 

学校と家庭・地域の連携構築 2 
 

●2     

学校の危機管理の理論と実践 2   ●2     

教育コミュニケーションデザイン特論 2   
 

●2   

注１：現職教員学生は、「学校マネジメントと学校改善」が必修で、「学級経営の実践と課題」と「学校教育と集団心理療法」

は選択である。学部新卒学生は、「学級経営の実践と課題」が必修で、「学校マネジメントと学校改善」と「学校教育と集団

心理療法」は選択である。 

注２：複合領域３科目の中から２単位以上とること（選択必修）。 

注３：学部新卒学生は、３領域「授業実践開発」、「生徒指導・教育相談」、「学級経営・学校経営」にそれぞれ対応する内容の「教

育実践研究Ⅰ」を計 160ｈ履修し、4単位を修得する。現職教員学生は、「教育実践研究Ⅰ」（160ｈ）は自分の選択した領域で

行う。 

注４：重点３領域は、１つの核となる領域を選択して、その領域の３科目（６単位）を全て履修し、その他の領域から各２単位

ずつ計４単位を履修して、10単位以上を修得すること。 
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参考資料 11-１ アンケート結果（平成２８年１月 21 日、26 日実施） 

項目 人数 

教職大学院に進学したい 5名 

教員採用試験に有利であれば進学したい 24 名 

採用試験に合格した場合にも教職大学院修了後まで合格が保証されれ

ば進学したい 

24 名 

教職大学院修了後の教員生活に有利であれば進学したい 19 名 

学校現場での経験を積んだ後に進学したい 8名 

教職大学院に興味があるのでもっと情報がほしい 27 名 

今は関心がない  118 名  

わからない 20 名 

その他 9名 
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参考資料 11-２   教職大学院説明資料（１～４） 
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学校教育専攻

教職実践開発
専攻

授業実践開発領域

学級経営・学校経営領域

生徒指導・教育相談領域

修士課程

専門職課程

教科教育専攻

修士論文なし、学習成果報告書作成、
48単位（10単位分の教育実践研究）

修士論文、32単位
学位：修士（教育学）
修業年限：２年

学位：専門職学位
（教職修士）
修業年限：２年

教育学
研究科

平成29年度

 

教職実践開発
専攻

授業実践開発領域

学級経営・学校経営領域

生徒指導・教育相談領域

修士課程

教職大学院

修士論文なし、学習成果報告書作成、
48単位（10単位分の教育実践研究）

学位：専門職学位
（教職修士）
修業年限：２年

平成29年度以降

教育学研究科
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参考資料 11-３ アンケート用紙 
（アンケート用紙）                          平成 28年 1月 26日 

教育学部 3年次学生へ                  

教育学部学部長 

教職大学院に関するアンケート 

 

平成 29年度に従来の修士課程に加えて教職大学院を設置する予定です。この教職大学院は、現場経験豊かな

実務家教員と研究者教員によって理論と実践を融合した教育を行うものです。ついては教職大学院に関する説

明を聞いた上で、教職大学院への進学志望について回答してください。 

 

１．卒業後の進路について、いずれかに をしてください。 

□ 教員志望（卒業したらすぐに教職に就く） 

□ 教員志望（卒業して大学院・専攻科等に進学した後、教職に就く） 

□ 将来的には教員志望（他業種〔公務員、民間企業〕を経験した後、教職に就く） 

□ 公務員志望 

□ 民間企業志望 

□ 未定 

□ その他（                                ） 

 

２．教職大学院への進学志望について、いずれかに をしてください。 

□ 教職大学院に進学したい 

□ 教員採用試験に有利であれば進学したい 

□ 採用試験に合格した場合にも教職大学院修了後まで合格が保証されれば進学したい 

□ 教職大学院修了後の教員生活に有利であれば進学したい 

□ 学校現場での経験を積んだ後に進学したい 

□ 教職大学院に興味があるのでもっと情報がほしい 

□ 今は関心がない 

□ わからない 

□ その他（                                ） 

 

３．教職大学院について、質問・意見等があれば、以下に記入してください。 
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参考資料 13  「教育実践研究」の履修パターン 

13-１ 「教育実践研究」の履修パターン（学部新卒学生の例） 

＜１年次通年＞教育実践研究Ⅰ：課題発見・分析(4)（3領域×54ｈ＝160ｈ） 

「生徒指導・教育相談」領域 

１年次前期に週１回４ｈ×４回（16ｈ） 前期に集中約５日（１日 8ｈ）程度 

「授業実践開発」領域 

１年次後期に週１回４ｈ×４回（16ｈ） 後期に集中約５日（１日 8ｈ）程度 

「学級経営・学校経営」領域 

１年次後期に週１回４ｈ×４回（16ｈ） 後期に集中約５日（１日 8ｈ）程度 
 

 

＜２年次前期＞教育実践研究Ⅱ：課題分析・解決(4) （160ｈ）4単位 

２年次４～５月初旬に週１回×４ｈ×５回（20ｈ） 

２年次６月下旬～７月に週１回４ｈ×５回（20ｈ） 

２年次５月中旬に集中５日×8h の 40h 

２年次６月に集中５日×8h の 40h 

２年次７月初旬に集中５日×8h の 40h 
 

＜２年次後期＞教育実践研究Ⅲ：検証・評価(2) （80ｈ）2単位 

２年次９～２月に、週１回 4ｈ×10回（40ｈ） 

又は、週１回 8ｈ×５回（40ｈ） 

２年次９～２月に集中５日（8ｈ×５回で 40

ｈ） 
 

13-２ 「教育実践研究」の履修パターン（現職教員学生の例） 

＜１年次通年＞教育実践研究Ⅰ：課題発見・分析(4) （160ｈ）4単位 

１年次前期に週１回 8h×５回（40h） 

１年次後期に週１回 4h×10 回（40h） 

１年次後期に集中 10 日×8h（80h） 

 
 

＜２年次前期＞教育実践研究Ⅱ：課題分析・解決(4) （160ｈ）4単位 

２年次４～５月初旬に週１回４h×５回（20h） 

２年次６月下旬～７月に週１回４ｈ×５回（20ｈ） 

２年次５月中旬に集中５日×8h の 40h 

２年次６月に集中５日×8h の 40h 

２年次７月初旬に集中５日×8h の 40h 
 

＜２年次後期＞教育実践研究Ⅲ：検証・評価(2) （80ｈ）2単位 

２年次９～２月に、週１回 4ｈ×10回（40ｈ） 

又は、週１回 8ｈ×５回（40h） 

２年次９～２月に集中５日（8ｈ×５回で 40

ｈ） 
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 参考資料 14 「教育実践研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の年間スケジュール（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
年
次 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

   拠点校連絡 

   調整会議    
  拠点校 

  連絡調整会議 

 
 

  

教育実践研究Ⅰ（通年４単位=160 時間） 

学部新卒学生の場合：3 つの領域をすべて履修して 4 単位 

生徒指導・教育相談（4/3 単位）＋授業実践開発（4/3 単位）＋学級経営・学校経営（4/3 単位） 

週 1 回型 
16ｈ× 

３領域 

 

 

生徒指導 16ｈ  

 
 

         授業実践 16ｈ   学級経営 32ｈ 

集中型  
5 日程度×

３領域 

 

 

          

 

 

生徒指導 38ｈ            授業実践 38ｈ  学級経営 22ｈ 

現職教員学生の場合：1 つの重点領域を選択して 4 単位   

生徒指導・教育相談（４単位）又は授業実践開発（４単位）又は学級経営・学校経営（４単位） 

週 1 回型 

80ｈ 

 

 

 
生徒指導 80ｈ 

 

 

 
      授業実践 40ｈ     授業実践 40ｈ 

 
学校経営 80ｈ  

集中型  

80ｈ 

 

 

                                   

 

 授業実践 80ｈ 

 生徒指導 80ｈ                     学校経営 80ｈ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
年
次 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

  拠点校連絡 

  調整会議    
  拠点校 

  連絡調整会議  
  

教育実践研究Ⅱ（半期４単位=160 時間） 教育実践研究Ⅲ（半期２単位=80 時間） 

学部新卒学生・現職教員学生共通： 

１つの重点領域を選択して４単位 

学部新卒学生・現職教員学生共通： 

１つの重点領域を選択して２単位 

週 1 回型 80ｈ 

 
授業実践 20ｈ       授業実践 20ｈ 

 

生徒指導 80ｈ    

 

学級経営・学校経営 80ｈ 

週 1 回型 80ｈ  

 
 授業実践 40ｈ 

 
生徒指導 40ｈ 

 
学級経営・学校経営 40ｈ 

集中型 80ｈ 

 
授業実践 40ｈ 授業実践 40ｈ 授業実践 40ｈ 

 

    生徒指導 80ｈ 

                   

 学級経営・学校経営 80ｈ 

集中型 80ｈ 

 
授業実践 40ｈ 

 
生徒指導 40ｈ 

 
学級経営・学校経営 40ｈ 
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参考資料 15 委員会関係の全体像 

連携協力校

教職大学院運営委員会管理運営（管理運営）

拠点校連絡調整
会議

・拠点校の教育実践
研究の担当者

・教職大学院担当者

教育実践研究
実施委員会

（実習委員会）

・教職大学院担当者

教育実践研究
連絡協議会

・熊本県・市教育委員
会関係者

・連携協力校の教育
実践研究の担当者
・教職大学院担当者

拠点校
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